
暮
ら
し
の

お
知
ら
せ

Information

も
で
き
ま
す

●�

申
し
込
み
方
法
＝
7
月
21
日（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）ま
で

に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
直
接
管

財
課
へ

市
の
公
用
車

入
札
で
売
却
し
ま
す

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料

介
護
保
険

※�

く
わ
し
く
は
管
財
課（
☎
20
︲
1
5

　

1
5
）へ
。

　

合
併
で
不
要
に
な
っ
た
公
用
車
を
入

札
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

　

入
札
参
加
希
望
者
は
管
財
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
札
申
し
込
み
期
間
に
は
対

象
の
自
動
車
を
公
開
し
ま
す
。

●
入
札
期
日
＝
7
月
28
日（
金
）

●
会
場
＝
市
役
所
6
階
中
会
議
室

●
売
却
自
動
車
＝
下
表
の
と
お
り

●�

物
件
の
公
開
＝
7
月
21
日（
金
）ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
・
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

●�

入
札
参
加
資
格
＝
平
成
18
年
6
月
30

日
現
在
、
県
内
の
市
町
村
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
県
内
に

本
社
か
営
業
所
を
置
き
、
事
業
活
動

を
行
う
法
人（
こ
の
ほ
か
に
も
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
入

札
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●�

入
札
説
明
書
と
申
込
用
紙
の
配
布
＝

管
財
課（
市
役
所
4
階
）、
下
総
・
大

栄
支
所
総
務
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

city.narita.chiba.jp/sinsei/
index.htm

l

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

本
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
介
護
保
険

の
第
一
号
被
保
険
者
は
1
8
、9
8
3
人

（
平
成
18
年
3
月
末
現
在
）で
、
そ
の
う

ち
の
お
よ
そ
1
割
が
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用

は
、
利
用
者
が
1
割
、
残
り
の
9
割
は

公
費（
国
・
県
・
市
）と
40
歳
以
上
の
人

が
払
う
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
所
得
に
よ
っ
て
6
段
階

　

65
歳
以
上
の
人
が
納
め
る
保
険
料

は
、
平
成
18
年
度
か
ら
従
来
の
5
段
階

か
ら
、
所
得
の
状
況
な
ど
に
応
じ
て
6

段
階
に
な
り
ま
し
た（
下
表
参
照
）。

　

こ
れ
は
、
従
来
の
第
2
段
階
は
被
保

険
者
の
負
担
能
力
に
開
き
が
あ
っ
た
た

め
、
新
た
に
細
分
化
し
、
保
険
料
負
担

の
軽
減
を
図
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
よ
り
、

新
た
に
課
税
と
な
る
人
な
ど
に
は
、
急

激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
平
成

18
・
19
年
度
は
特
例
の
適
用
が
あ
り
ま

す
。

保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、
年
金
か
ら

の
天
引
き（
特
別
徴
収
）と
納
付
書
に
よ

る
個
別
納
付（
普
通
徴
収
）の
2
種
類
が

あ
り
ま
す
。

◦�

特
別
徴
収
…
年
額
18
万
円
以
上
の
老

齢
・
退
職
年
金（
10
月
か
ら
は
遺
族
・

障
害
年
金
も
）を
受
給
し
て
い
る
人

が
対
象
。
8
月
上
旬
に「
介
護
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」を
送
付

◦�

普
通
徴
収
…
年
金
額
が
年
額
18
万
円

未
満
の
人
、
年
度
の
途
中
で
65
歳
に

な
っ
た
り
、
転
入
し
て
き
た
人
な

ど
が
対
象
。
7
月
中
旬
に
送
付
す
る

「
納
付
書
」で
納
付
を
。
口
座
振
替
以

外
の
人
は
、
こ
の「
納
付
書
」で
納
付

納
付
に
困
っ
た
と
き
は

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
徴

収
猶
予
や
減
額
・
免
除
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料
を
滞
納

す
る
と
、
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

を
全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
申
請
す

る
と
9
割
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
が
、
さ

ら
に
滞
納
が
続
く
と
、
全
部
ま
た
は
一

部
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、

早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

く
わ
し
く
は
介
護
保
険
課（
☎
20
︲

1
5
4
5
）へ
。

区　分 対　象　者 保険料年額

第1段階 ・ 老齢福祉年金受給者で市民税世帯非課税者
・生活保護法の被保護者 17,500円

第2段階 ・ 市民税世帯非課税者で課税年金収入額と合計
所得金額の合計額が80万円以下の者 17,500円

第3段階 ・市民税世帯非課税で第2段階以外の者 26,200円

第4段階 ・市民税本人非課税者 35,000円

第5段階 ・市民税課税者（合計所得200万円未満） 43,700円

第6段階 ・市民税課税者（合計所得200万円以上） 52,500円

65歳以上の人の介護保険料

車　種 初年度登録年月 走行距離数（㎞） 車　検 最低売却価格 保管場所
クラウンマジェスタ 平成13年 1月 79,022 平成20年 1月 1,847,000円 下総支所
クラウンマジェスタ 平成 7年11月 104,936 平成18年11月 450,000円 下総支所
クラウンマジェスタ 平成10年 4月 87,160 平成19年 4月 941,000円 大栄支所
クラウン3000 平成 6年 5月 53,042 平成19年 5月 80,000円 大栄支所
日野バスLIESSE 平成 8年 3月 277,924 - 91,000円 下総支所
いすゞマイクロバスジャーニー 平成12年 1月 150,387 平成19年 1月 321,000円 大栄保育園
トヨタ中型バスコースター 平成 4年 4月 114,507 - 100,000円 大栄B&G海洋センター
小松メック 平成12年 2月 - - 1,500,000円 大栄支所
小松インターナショナル 昭和57年 9月 - 平成19年 9月 1,000,000円 下総支所
小松ミニパワーショベル 平成 5年 2月 - - 550,000円 下総支所

売却自動車一覧表
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来年4月1日に採用の市職員を募集

設
置
費
補
助
金

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
人
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す（
左
表
参
照
）。

　

な
お
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を
使
っ

て
い
る
人
が
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

転
換
す
る
と
き
は
、
通
常
の
設
置
補

助
に
18
万
円
を
上
乗
せ
す
る
転
換
補
助

金（
新
築
・
建
て
替
え
は
除
く
）を
、
浄

化
槽
の
設
置
に
伴
い
ト
イ
レ
を
水
洗
化

し
た
場
合
、
水
洗
便
所
設
置
補
助
金

（
3
万
円
を
限
度
）を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
印
旛
沼
流
域
に
限
り
、
窒
素

ま
た
は
リ
ン
を
除
去
す
る
高
度
処
理
型

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す（
左
表
参
照
）。

維
持
管
理
費
補
助
金

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
人
は
、
浄
化
槽

が
正
常
に
機
能
す
る
よ
う
に
、
適
切
な

維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定

検
査
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
も
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
補

助
額
は
人
槽
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理（
保

守
点
検
・
清
掃
）に
掛
か
っ
た
額
の
2

分
の
1
相
当
額（
限
度
額
あ
り
）で
す
。

　

市
民
課
と
支
所
住
民
課
で
は
、
毎
週

火
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）に

受
付
時
間
を
午
後
7
時
ま
で
延
長（
試

行
）し
て
い
ま
す
。
取
り
扱
う
業
務
は

次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
内
容
を
確
認

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
う
業
務

　

住
民
票
、
住
所
証
明
書
、
年
金
受
給

者
現
況
届
証
明
書
、
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
身
分
証

明
書
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
、
戸
籍
の
附

票
、
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
、
外
国
人

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書（
印
鑑
登

録
の
申
請
、
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど

の
住
民
異
動
届
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
）

　

市
内
の
郵
便
局
か
ら
住
民
票
と
戸
籍

謄
本
・
抄
本
の
申
請
が
で
き
ま
す
。「
成

田
メ
ー
ル
」と
い
う
制
度
で
、
手
続
き

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●�

請
求
で
き
る
も
の
＝
住
民
票
、
戸
籍

謄
本
・
抄
本（
本
籍
が
成
田
市
に
あ

る
人
の
み
）

●
手
続
き
の
方
法

①�

印
鑑
を
持
参
し
て
、
郵
便
局
に
置
い

て
あ
る「
成
田
メ
ー
ル
」専
用
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

②�

切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
と
手
数

料
と
し
て
郵
便
局
の
定
額
小
為
替

を
同
封
し
て
投
か
ん（
住
民
票
1
通

3
0
0
円
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
1
通

4
5
0
円
）

　

夏
を
迎
え
、
水
の
使
用
量
が
増
え
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
水
は

限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す
。
水
を
上

手
に
使
い
、節
水
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

が
節
水
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◦�

洗
濯
や
庭
の
ま
き
水
は
、
ふ
ろ
の
残

り
湯
で 

◦
歯
磨
き
は
コ
ッ
プ
を
使
っ
て

◦
洗
顔
は
水
を
た
め
て

◦
洗
車
は
バ
ケ
ツ
洗
い
で

◦
食
器
洗
い
は
水
を
た
め
て

設
置
費
と

維
持
管
理
費
に
補
助

合
併
処
理
浄
化
槽

人槽 合併処理浄化槽 高度処理型浄化槽

5人槽 354,000円 444,000円

6・7人槽 411,000円 486,000円

8～10人槽 519,000円 576,000円

11～20人槽 981,000円 1,092,000円

21～30人槽 1,668,000円 1,860,000円

31～50人槽 2,238,000円 2,496,000円

浄化槽設置費補助限度額

※�

騒
音
地
域
に
つ
い
て
は
、
設
置
補

助
金
お
よ
び
維
持
管
理
費
と
も
に

補
助
金
の
限
度
額
が
違
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
︲

1
5
3
1
）へ
。

毎
週
火
曜
日
は

午
後
7
時
ま
で

市
民
課
と
支
所
住
民
課
窓
口

※�

市
民
課
赤
坂
分
室
・
遠
山
分
室
で

は
、
延
長
業
務
を
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
く
わ
し
く
は
市
民
課（
☎
20
︲

1
5
2
5
）へ
。

郵
便
局
で
申
請
で
き
ま
す

成
田
メ
ー
ル

※�

く
わ
し
く
は
市
民
課（
☎
20
︲
1
5

　

2
5
）へ
。

節
水

※�

く
わ
し
く
は
市
水
道
部
業
務
課

（
☎
22
︲
0
2
6
9
）へ
。

  平成18年度の印旛郡市職員採用共同試験が次の日程で行われます。成田
市では、一般行政職員などを次の要領で募集します。
◆採用予定人員
◦一般行政職初級…若干名
◦消防職…10人程度　◦消防職（救急救命士の資格を有する人）…若干名
◆受験資格
◦ 一般行政職初級…昭和53年4月2日～平成元年4月1日生まれの人で、身
体障害者手帳の交付を受け、その障がいの程度が1～6級で、活字印刷文
による出題に対応できる人
◦消防職…昭和53年4月2日～平成元年4月1日生まれの人
◦ 消防職（救急救命士の資格を有する人）昭和53年4月2日～昭和62年4月1
日生まれの人で、救急救命士の資格を有する人（平成19年4月末日までに
資格取得見込みの人を含む）
◆�募集要項の配布＝7月10日（月）から人事課（市役所3階）で配布（郵送を希
望する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書し、120円切手
を張ったＡ4サイズの返信用封筒を同封して請求）
◆申し込み方法＝申込書と受験票を直接または郵送で人事課へ
◆�受付期間＝7月31日（月）～8月11日（金）（土・日曜日を除く午前9時から
午後5時まで。郵送の場合は、受付最終日の消印のあるものまで有効）
◆試験日および会場＝9月17日（日）　佐倉市立佐倉中学校
※ 他市町村を希望する人は、直接希望市町村にお問い合わせください。く
わしくは人事課（☎20-1505）へ。

限
り
あ
る
水
を
も
っ
と
大
切
に

広報なりた2006.7.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です13



暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

I
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

i

　

市
内
各
植
物
防
疫
協
会
で
は
、
水
稲

を
イ
モ
チ
病
・
紋も

ん

枯が
れ

病
か
ら
守
り
、
良

質
な
お
米
を
作
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー（
一
部
地
域
は
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
）に
よ
る
薬
剤
散
布
を
実
施
し

ま
す
。

　

期
日
と
散
布
区
域
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
作
業
予
定
時
間
は
各
地
区
と
も

午
前
4
時
30
分
〜
9
時
ご
ろ（
ラ
ジ
コ

ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
午
前
4
時
30
分
〜

午
前
10
時
ご
ろ
）で
す
。

　

な
お
、
雨
天
や
強
風
の
場
合
は
順
延

し
ま
す
。
日
程
な
ど
に
変
更
が
生
じ
る

場
合
は
、
防
災

行
政
無
線
な
ど

で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◦�

薬
剤
の
散
布

時
間
は
、
一

部
通
勤
・
通

学
時
間
帯

に
重
な
る
た

め
、
区
域
内

の
水
田
周
辺
の
通
行
、
駐
車
を
な
る

べ
く
避
け
、
薬
剤
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い

◦�

洗
濯
物
や
寝
具
な
ど
は
外
に
干
さ
な

い
よ
う
に
し
、
小
動
物
の
か
ご
な
ど

に
は
カ
バ
ー
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
い

◦�
散
布
薬
剤
は
下
総
・
大
栄
地
区
を
除

く
地
区
で
は
殺
菌
剤
を
、
下
総
・
大

栄
地
区
で
は
殺
虫
剤
お
よ
び
殺
菌

剤
を
使
用
し
ま
す
。
万
一
薬
剤
が

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
う
が
い

や
水
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。
心

配
な
と
き
は
、
健
康
増
進
課（
☎

27
‐
1
1
1
1
）ま
た
は
成
田
赤
十

字
病
院（
☎
22
‐
2
3
1
1
）、
神
崎

ク
リ
ニ
ッ
ク（
☎
0
4
7
8
‐
72
‐

3
1
1
7
）へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

線
引
き
の
見
直
し（
市
街
化
区
域
と
市

街
化
調
整
区
域
の
変
更
）な
ど

【
素
案
の
縦
覧
】

●�
期
間
＝
7
月
4
日（
火
）〜
18
日（
火
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●�

場
所
＝
市
都
市
計
画
課（
市
役
所
5

階
）、
県
都
市
計
画
課（
県
庁
7
階
）

●�

内
容
＝
①
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針
の
変
更

（
県
決
定
）、
②
区
域
区
分
の
変
更

（
県
決
定
）、
③
都
市
再
開
発
の
方
針

の
変
更（
県
決
定
）、
④
用
途
地
域
の

変
更（
県
決
定
）、
⑤
高
度
地
区
の
変

更（
市
決
定
）、
⑥
道
路
の
変
更（
県

決
定
・
市
決
定
）

【
公
聴
会
の
開
催
】

●�

日
時
＝
8
月
27
日（
日
）午
前
10
時
か

ら（
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
は

中
止
）

●
会
場
＝
市
役
所
6
階
大
会
議
室

●�

公
述
人
の
資
格
＝
成
田
都
市
計
画

区
域
内（
下
総
・
大
栄
地
区
を
除
く

市
内
全
域
）に
住
所
が
あ
る
人
お
よ

び
利
害
関
係
が
あ
る
人（
法
人
を
含

む
）

●�

公
述
の
申
し
出
の
方
法
＝
公
述
を
希

望
す
る
人
は
、
市
都
市
計
画
課
に
あ

る
公
述
申
出
書
に
住
所
、
氏
名
な
ど

を
記
載
し
て
、
述
べ
よ
う
と
す
る
意

見
の
要
旨
を
添
え
て
、
同
課
へ

●�

公
述
申
出
書
の
提
出
期
間
＝
7
月
4

日（
火
）〜
18
日（
火
）（
郵
送
の
場
合

は
提
出
期
間
の
最
終
日
の
消
印
の

あ
る
も
の
ま
で
有
効
）

●�

公
述
人
の
選
定
＝
希
望
者
が
多
い
場

合
は
抽
選
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
本

人
に
通
知

●�

公
聴
会
の
傍
聴
＝
傍
聴
を
希
望
す
る

人
は
、
当
日
直
接
会
場
へ（
先
着
順
）

成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
北
駅
駅
前
地
区
の

地
区
計
画

【
原
案
の
縦
覧
】

●�
期
間
＝
7
月
4
日（
火
）〜
18
日（
火
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●�

場
所
＝
市
都
市
計
画
課（
市
役
所
5

階
）

●
内
容
＝
地
区
計
画
の
決
定

●�

意
見
の
提
出
＝
利
害
関
係
が
あ
る
人

で
、
原
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
人

は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

素
案
の
縦
覧
と

公
聴
会
の
開
催

成
田
都
市
計
画

※�

殺
菌
剤
は
人
体
に
対
し
て
毒
性
の

低
い
も
の
を
使
用
し
ま
す
。
く
わ

し
く
は
農
政
課（
☎
20
︲
1
5
4
1
）

ま
た
は
下
総
支
所
農
産
土
木
課

（
☎
96
︲
1
1
1
2
）、
大
栄
支
所

農
産
土
木
課（
☎
0
4
7
8
︲
73
︲

8
0
6
3
）へ
。

※�

く
わ
し
く
は
市
都
市
計
画
課（
☎

20
︲
1
5
6
0
）、
公
聴
会
に

つ
い
て
は
同
課
ま
た
は
県
都
市

計
画
課（
☎
0
4
3
︲
2
2
3
︲

3
1
6
1
）へ
。

水
稲
に
薬
剤
散
布

3
日
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

薬剤散布の期日と区域

期日 散布区域 散布方法

7月 3日（月）
～ 7日（金）

公津（下方・台方）、久住
（芝・大室・小泉・幡谷）、
八生（上福田・松崎・米
野・大竹）、中郷（赤荻）
地区

ラジコン
ヘリコプター

7月11日（火）
公津（下方・台方を除く）、
八生、久住（磯部・幡谷・
飯岡・荒海・水掛）地区

ヘリコプター

7月12日（水）
豊住、八生（上福田・下
福田の一部）、中郷（赤
荻を除く）、遠山地区

ヘリコプター

7月12日（水）
～14日（金）

下総地区
ラジコン
ヘリコプター

7月26日（水）
27日（木）

大栄地区
ラジコン
ヘリコプター

作業日 予定地区 予定時間
7月3日（月） 並木町（大久保台・野沢台・成瀬台）地区 午後11時

～

翌午前5時
7月4日（火） 並木町（沢山）地区
7月5日（水） 飯田町地区

※くわしくは市水道部工務課（☎22-0269）へ。

　水道部では水質維持のため、次のとおり水道水の排水作業を行います。
　予定地区では、一時的に減水・濁りなどが発生することもありますので
ご了承ください。なお、受水槽を使用している場合は、万一に備え適切な
措置をお願いします。

7月の水道水の排水作業日程

広報なりた2006.7.1 14


